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　精度の高い気象予報を行ろには単に李面的な地上の状

態だげでなく大気の立体的な構造およびその動きを出来

るだげ正確にまた予報すべきスケールに応じた密度で知

る必要があることは当然である．この要求に応じてラジ

ォゾソデによる高層観測の発展には各国気象技術者の大

きな努力がはらわれて来た．その結果現在ではゾソデの

デ・』タを基にして高暦天気図すなわち大気の上暦におげ

る断面図が毎日作られ，・これなくしては天気予報は考え

られなくなっている・　　　　　　　　　　．”，
　しかじながらラジオゾ／デの観測はまだまだ不完全で

あっで問題になる点も少くない．たとえば温度の測定値

に含まれる日射誤差，低温時の湿度測定構度などは最も

大きな間題である．またこのためにゾソデの型式φ差に

よる測定値の誤差が生じて来る。予報精度の向上や予報

期間の延長のためにはこれらの間題は早急に除去されな

げればならないし，そのための努力は各国の協力の下に

行われている．すなわち1950年にはスィスのパイエル

ソで各国ゾソデの比較観測が行われている・しかしまだ

解決されない点も多く將来もまたこの種の比較観測は繰

返し行われるであろろ・

　理想としては各気象要素の絶対値が正確に測定出来る

か，あるいはその誤差が正確に補正されるよらな標準ゾ

ソデの出現が望ましいが，その実現も早急には望み得な

い現在，各国は独自のゾソデを研究しその精度の向上に

努め，それぞれ自負を以て観測を行っている・従って各

国のゾソデにはそれぞれ特徴があり，その国の気象観測

のレベルを示している．

　最近，各国関係者の御厚意，並ぴに佐貫亦男，・高橋浩

一郎両博士の海外族行の際の御尽力により，諸外国のゾ

ソデを入手出来たので，各国のゾソデについて簡単な解

説をつげて紹介したい．

．’1．ドイツ
　第1図はドイツのゾソデの全体を示したもので，日射

の影響を防ぐため表面にアルミニウム箔を張った厚紙の

直方体（210×108×105血m3）の箱に発振器と電池（上

孚分）・および計器が牧められている・発振器の上面には

アソテナ端子とスイッチが出ている．右側面にはバイメ

女ル用の通風筒が差込んであり，反対側には湿度計のー

通風筒がある．なお図の左下に見えるのは蓋である・

第2図は通風筒を取りはずした所で，左はバイメタルの

二重通風筒で，右側のかまぼこ型の通風筒は湿度計用の

ものである．第3図は箱から出して発振器を熟絶縁する

Tropositの上に計器をおいた所で，手前が計器部で後

方に発振器がある．第4図は横から見た所で・左が発振一

器で電池は手前の部分にはいる・左端はアソテナ端子と

スイッチである．

　気象計器の寸法は100×80×95mm3である・気象要

素の測定エレメソトは全部日本と同じ型式で・気温はバ

イメタル，気圧は室盒，湿度は毛髪を用いている・気圧

計はベリリュム・カツパーの外径52mm厚さ6mmの

室盒2個からなり，アルミ基板に取り付げてある・温度計

は0．22×21．5×57mmの牛円形のバイメタルで，基板

との聞は磁器で熟絶縁をしてあって，他の部分からの熟
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　　第3図　ドイツ　ゾンデの内部（1）

手前が計器部分。下の台は発信器の保温のため

のTroposit（熱伝導度0．035Kca1／m．h．oC）

でバイメタルがあたためられるのを防いでいる．湿度計

は圧延した長さ10mmの毛髪1本をアルミのアソグル

の両端に張ってある．毛髪とバイメタルは図に示してあ

るよ弓に箱の両側面に突出して，外気に直接さらされて

いる．また日射による誤差を防ぐために，第1，2図に

示したよ5にバイメタルと毛髪の外側にはアルミ板の通

風筒がつげてある．バイメタルの通風筒は二重になって

いて，通風筒の昇温によってあたためられた空気がバイ’

メタルの所に流れて行くのを防ぎ，また内面の通風筒の

内面全部と外側の通風筒の内面の上牛分を黒く塗って，・

反射光がバイメタルに当るのを防いでいる．また外側通

風筒の位置は上下に調節出来るので，直射光がバイメタ

ルに当る事1とよる誤差と通風筒の昇温による誤差の合計

が最小になるよろに，太陽高度に従って調節出来る．毛

髪の通風筒は一重で内面は黒く塗っていない．

　空倉，バィメタル，毛髪の動きはそれぞれ針の回転に

変えられ，更に回転角の変化はモールス符号の変化に変
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　　第4図　ドイツ　ゾンデの内部（2）

左側が発信器で右側は計器部。手前にあるアル

ミのアングルは毛髪湿度計

・　　　絶縁
歯
動looか

●

50卜

う
勢爪 特誓ね

，

十
2㌻血

⊃

モーター

送
、
、
、
、
　
勾
●

う』一白動ストツ7●

t　　！

な　ノ

◆●6

り4！一

スイツ

1955年8月

第5図　ドイツのゾンデの配線図

えられ，この符号は発振器から28MCの超短波で地

上に邊られ，レシーパーで受信または自記される．モー

ルス符号と測定値の関係はあらかじめ地上で機定して，お

く．との方式は日本のゾソデと全く同じである．

　配線図は第5図に示してある．気圧，気温，湿度の3っ

のペソはモーターで約6：秒に■回転するアルミニウムの

符号円筒に交互に接触する．ペソが円筒にふれている時

には，電流はモーターと軸を共有するチョッパーを経て

トラyスの一次側に流れ，二次側の発振回路に45Vの電

圧が誘起され発振器が動作する．回転符号円筒はアルミ

ニウム板からなり，巾0．125mmの溝が480本ついて

いて針を導く．1本の溝の巾は温度，気圧，湿度に換算

すると，それぞれ0．25。C，2．4mb，3．0％に相等する．

一部分はアルマイト加工し絶縁されているために電流は

断続され10種のモールス符号を作り2つの符号により

100種の組合せを作っている．すなわち1つの溝ごとに

ユつの組合せの符号があって100個の組合せが4・8回繰

　　　　　　　　　　　返される．従って気象要素の変

？　　P　　　　　　　化に応じて針は符号板上の蓮っ

　　　　　　　　　　　た位置の溝の中を通り，それぞ

　　　　　　　　　　　れの符号に従ってリレーのコイ

　　　　　　　　　　　ルに電流が断続されるため，

　　　　　　　　　　　トラソスの一次電流が断続され

　　　　　　　　　　　る．なおスイヅチを切ると，符

　　　　　　　　　　　号円筒につけてあるカムによっ

　　　　　　　　　　　て全部の針が符号円筒から離れ

　　　　　　　　　　　た時に電流が切れ，符号板をい

　　　　　　　　　　　ためないよろになっ’ている．

　　　　　　　　　　　　発振器，モーター，電池と計器

　　　　　　　　　　　部を固定しているアルミニウム

　　　　　　　　　　　の基板との聞は熱傳導の極めて・

　　　　　　　　　　　小さい厚さ1．5cm・のTroposit

　　　　　　　　　　　で熟的に絶縁されている．また　曳

　　　　　　　　　　　発振器と箱の聞も第3，4図に
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あるよろなTropositで囲われて保温されている．畠

　2．ス　イ　ス

　日本や前述のドイツのゾソデはモールス符号の変化に

よって気象要素の変化を地上に傳える方式を使っている

が，スイスのゾソデば時間間隔の変化を気象要素の変化

に対応させている．従ってモーターの代りにゼソマイ時

計を使用している．この時計は相当精密であるが2時間

15分しか蓮続動作が出来ない．

　第6図に外観を示す．左側は発信器（50×26×126

mm3），右側中央は計器部（125×135×115mm2），上方

に突出しているのは温度計で時計ほ底部にある．重量は

約45grである．・第7図はゾソデと電池（約520gr）

がかごの中に牧められて飛瘍する際め状態を示したもの

で，温度計の部分には融・アルミニウム製の通風筒がつ

けて・ある．この通風筒だけでは日射の影響を除去するの

に充分でないのでかごの外側に更に通風筒を取り付げる

事を研究しているとの事である．

　第8図は計器部の内部を示したもので，温度計をはさ

んで両側に気圧計と湿度計が向きあっている．気圧計と

湿度計はそれぞれ室盒及びgoldbeater7s　skin’（牛の盲

腸の皮）を使っている．バイメ1タルは厚さ0．1mm，巾

1mm∫長さ50m血でスパイラル状をしている（第6

図）．その先端は鋼鉄製の枠の上端に固定され，他の端

は細い鋼鉄線に接続されている．この鋼鉄線はパィプに

嚢i

第7図　スイス・ゾンデのを飛揚する際の状態一

なっている支桂を通り，その末端はこれに直角な耶面内

を回転する指針に接続されている．室盒は直径53mm

で，指針はバイメタル9指釧と同じ李面内を動く・

Goldbeater’s　skinの伸縮はその枠と直角な方向の動き

に拡大され，更に指針の回転に変えられる．

　測定方式は前に述べた通り時聞聞隔式である・すなわ

ち第9図および第11図に示す様に時計で動く針と気圧

計，温度計，湿度計の指針と重なった時にcondenser1が
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スイス・ゾンデの発信周波数の変化と

時問の関係モデル的に示す。
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第9図虚、、時計部の機構，簡単のため温

　　　　度計め針のみを示す．

形成され回路の容量が変化し，従って発振周波数がずれ

る．第9図に示す様に時計の針が1回転（30秒）する

γ｝〒ナ（3拠）－

汝 些
ソ

聞に1回，蓮続した長短2回の基準信号が発信される様

になっている．これらの周波数のずれは地上で受信（自，

記）され・基準信号からこ各気象要素の信号までの時聞

と，それに対応する瞼定値とから各気象要素の値がわか

る．気圧は1040mbから5mb迄の変化を9．2秒，

温度は約35σCから一800C迄を9．2秒，湿度は100

％から10％迄を7・2秒の時聞変化に変えている・ （第

10図）．

　発信器の配線図を第11図に示してある．波長は405

MCでT・P・H・の信号が発信される時は周波数が約

25単C低ぐなる．受信器ではこの聞，受信が出来ない

わげである．

　電源はA7．5V耳90Vのルクラソシエ電池（60×

85×125mm3）で重量520grである．

　　　　　　　　　　　　　　　　（中央気象台）
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第11図 発信器の配線図
電池端子（1）B90Volt
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